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独立行政法人国立特別支援教育総合研究所 専門研究Ｂ

知的障害教育における
キャリア教育の在り方に関する研究

－キャリア発達段階・内容表（試案）に基づく実践モデルの構築を目指して－

（平成２０年度～平成２１年度）

平成２１年度研究経過報告

研究目的

○「キャリア発達段階・内容表（試案）」を活用した実践
を通して、本試案の検証及び改善を行う。

○「キャリア発達段階・内容表（試案）」に基づいた実
践の検証を通して、知的障害教育におけるキャリア
教育の実践モデルを整理する。

○上記の成果を踏まえ 「知的障害教育におけるキャ○上記の成果を踏まえ、「知的障害教育におけるキャ
リア教育充実のためのガイドブック（仮称）」を作成
する。
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１ 研究スタッフ
研究代表者 菊地 一文 副代表者 大崎 博史
研究分担者 井上 昌士、猪子 秀太郎、小澤 至賢、涌井 恵
所内研究協力者 太田 容次、棟方 哲弥

平成２１年度の研究体制

所内研究協力者 太田 容次、棟方 哲弥
平成２１年度研究研修員 柴田 琢磨、渡部 英治

２ 研究協力機関
宮城県立気仙沼支援学校、東京都立青鳥特別支援学校
静岡県立静岡北特別支援学校、和歌山県立たちばな支援学校
広島県立黒瀬特別支援学校、京都市立下京中学校

３ 研究協力者
山口幸一郎氏（早稲田大学 教授）
松為 信雄氏 （神奈川県立保健福祉大学 教授）
森脇 勤氏 （京都市立白河総合支援学校 校長）
小塩 允護氏（愛知淑徳大学 教授）
木村 宣孝氏 （北海道伊達高等養護学校 校長）

研究内容

１ 「キャリア発達段階・内容表（試案）及び観点解説」の改訂

２ 実践モデルの提案
（１）ツールの開発及び試行
①キャリア教育全体計画の作成
②教育課程の分析及び改善
（横断的側面及び縦断的側面の把握と分析等）

→「単元における観点位置付けシート」の活用
③本人の願い及び支援内容の把握と個別の教育支援計画
への位置付けの位置付け

→「本人の願いを支えるシート」の活用

④キャリアの観点をふまえた授業づくり及び授業改善
→「授業における観点位置付け・授業改善シート」及び
「単元においてねらうキャリアの観点シート」の活用

（２）ツールの試行及び評価
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研究内容

３ その他
（１）研究協議会（7/29、12/11の２回実施）
（２）研究協力機関訪問（３回）（全体研修会、授業研究会、打合せ等）
（３）キャリア教育に関する情報収集（３）キャリア教育に関する情報収集
①Ｗｅｂサイトの開設及び情報共有、意見交換等
②キャリア教育研究に取り組んでいる学校への訪問調査
③国内におけるキャリア教育に関する文献研究
④アメリカにおける障害のある子どもの「キャリア教育」 ｢自己決定」
等に関する文献研究

（４）個別の教育支援計画の様式及び記述内容の分析（４）個別の教育支援計画の様式及び記述内容の分析
（５）質問紙等によるキャリア教育の評価に関する調査及び分析

４ １～３の知見をふまえたガイドブックの作成

観点位置付けシートに関する作業

個別の教育支援計画に関する作業

キャリア教育の観点をふまえた授業づくり

研究協力校における作業

キャリア教育全体計画に関する作業

知的キャリア教育
研究の全体構造

キャリア教育の評価方法の検討

キャリア発達段階・内容表（試案）の改訂

コアとなるツールの改訂

キャリア教育の観点をふまえた授業づくり

児童生徒の変容・成長の評価

Ｗｅｂサイト等を通した情報共有・意見交換

観点解説の改訂

理論ベースの確認・整理

Functional Curriculum等、アメリカでの先行研究

国立教育政策研究所等での先行研究

活動及び教師側の評価
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＜第１回協力校訪問＞
（５～７月）

＜第２，３回協力校訪問＞
（９～１１月）

キャリア発達段階・内容表
(試案)及び観点解説の
改訂作業

究

第２回
研究協議会
（１２月１１日）

キャリア発達の

＜ガイドブック・報告書作成＞
（１２～１月）

第１回
研究協議会
（７月２９日）

平成21年度タイムスケジュール

・授業づくりへの事前協力
・授業研究会等への参加
・授業分析及び評価

・研究作業計画作成
・作業②③様式案の作成
・作業内容・方法の提案
・評価方法の検討

研究
チーム

研究
協力校

○研究チームより
研究成果及び今後の
課題について報告
①キャリア教育全体計画
②観点位置付けシート
③授業改善シート

④本人の願いを支えるシート

⑤キャリア教育全体の評価
⑥キャリア発達段階・
内容表及び観点解説

○各校より

実践事例の概要及び評価
について報告

研究計画及び研究に
関わる具体的作業の説明

研究協力内容及び

実践モデル対象授業
の検討 決定

「知的障害教育

におけるキャリア
教育充実のための
ガイドブック(仮)」
原稿執筆及び

最終校正

観点を踏まえた

授業づくりへの
協力・支援

キャリア発達の
観点を踏まえた
授業づくり

○研究チームより
今年度の研究概要及び
ガイドブックの構成、
キャリア教育の評価
について提案

○各校より
作業状況の報告及び
対象とする授業の概要
について説明

○研究協力者より

今後の研究推進について
助言

※メーリングリスト、Ｗｅｂサイト等に
よる情報共有・意見交換

・授業づくり，指導案の作成
・観点位置付けシートを用い
た授業分析及び改善

・授業研究会等の実施
・評価

①観点位置付けシート
②個別の教育支援計画
③キャリア教育全体計画
④授業づくり

年間指導計画及び

個別の教育支援計
画への反映

協力校
○研究協力者より
今後の研究成果の普及
について助言

の検討・決定 授業づくり

※随時，資料・データを共有

9/19～9/21
日本特殊教育学会
自主シンポジウム

1/25～1/26
NISEセミナーⅠ
第2分科会「キャリア教育」

12/14
平成21年度
第１回研究成果報告会

タイムスケジュールについて研究経過

１ キャリア発達段階・内容表（試案）及び観点解説改訂案の検討
・研究スタッフによるＢＳ
・研究協力機関等からの意見集約
・Ｗｅｂサイトを通しての意見集約
先行研究の分析及び国内及び海外文献研究・先行研究の分析及び国内及び海外文献研究

・新学習指導要領解説の記述内容の確認
・前試案及び観点解説作成者との新試案の検討

→改訂版キャリア発達段階・内容表（試案）及び観点解説（2010）の作成

２ ツールの開発・試行、使用手順表の作成及び実施
（１） 「単元における観点位置付けシート」

→気仙沼、青鳥、静岡北、たちばな、黒瀬の５校で実施→気仙沼、青鳥、静岡北、たちばな、黒瀬の５校で実施

（２）「本人の願いを支えるシート」
→気仙沼、下京の２校で実施。今後、静岡北で実施予定

※「本人の願いを支えるシート」作成のためのワークショップ手順（案）を作成

（３） 「授業における観点位置付け・授業改善シート」
→気仙沼、青鳥、静岡北、下京、たちばな、黒瀬の６校で実施
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タイムスケジュールについて研究経過

３ キャリア教育に関する情報収集
・国内におけるキャリア教育に関する文献収集
・アメリカにおける障害のある子どもの「キャリア教育」｢自己決定」等
に関する文献収集及び和訳
・キャリア教育研究に取り組んでいる学校への訪問調査
・Ｗｅｂサイトの開設及び情報収集、意見交換

４ キャリア教育の評価方法の検討
・文献研究
・事後評価のためのアンケート実施

→研究協力機関及びＷｅｂメンバー 計146件の回答（12/11現在）
結果 分析・アンケート結果の分析

５ ガイドブック（案）の作成
・１～４の知見の整理
・研究協力機関６校における実践報告
・研究協力者からの寄稿

知的障害のある児童生徒の「キャリア発達段階・内容表(試案)」

※NISE(2010)改訂版を作成中
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単元における観点位置付けシート

年間指導計画を活用

①年間指導計画から単元名と
主なねらいを転記する

該当する観点に◎○を記入

②該当するキャリアの観点について◎○を
記入する。（主たる観点に◎、関連する観点に○）主なねらいを転記する 記入する。（主たる観点に◎、関連する観点に○）

③位置付けられた◎○を集計する

授業における観点位置付け・授業改善シート

②授業のねらいを確認する

観点を記入 気づきを記入指導案（略案）を活用

①指導案から学習内容及び支援と
指導上の留意点を転記する

③キャリアの観点
を位置付ける

④次時への改善点
⑤教育課程のつながり
⑥生活全体へのつながり等の

づ気づきを記入する
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単元においてねらうキャリアの観点シート

ねらいとする観点に◎○を記入

②ねらいとするキャリアの観点について◎○を
記入する。（主たる観点に◎、関連する観点に○）

年間指導計画を活用

①指導計画を転記する
記入する。（主たる観点に◎、関連する観点に○）

本人の願いを支えるシート

個別の教育支援計画を活用 本シートは、個別の教育支援計画の
中に位置付けることにより、キャリア
教育の中核となる「本人の願い」を支
援者間で共有し、よりよい指導・支援

①「願い」を転記する

援者間で共有し、よりよい指導 支援
に活かすことをねらうものである。

また、学校内、関係機関との機能的
連携を図ることをねらうものである。

※本人の願いを実現するための具
体的な支援を考える手続きとして、
ＰＡＴＨの手法を参考にしている。

②「願い」から「ねらい」を考え、
記入する

③キャリアの４領域からから学校・家庭・関係機関
における支援内容を考え、記入する


